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色
菓
芋
類
抄
に
お
け
る
和
訓
の
増
補
と
そ
の
表
記
形
態

一
　
は
じ
め
に

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
は
次
の
如
く
、
一
見
出
漢
字
に
対
し
て
二
訓
以
上
の

和
訓
が
附
さ
れ
た
例
が
あ
る
（
以
下
用
例
を
掲
げ
る
に
当
っ
て
は
、
仮
名
字
体

を
現
行
の
字
体
に
改
め
、
声
点
等
論
旨
に
関
係
し
な
い
注
記
を
一
切
省
略
す
る
。

（1）

①
　
電
告
㌶
ヒ
イ
ナ
ヒ
カ
リ

②
　
助
鋪
岩
タ
キ
ヤ

d
　
助
鋪
鶉
キ
ヤ

③
　
石
茄
恕
㌶
㌢
ノ
ク
ス
ネ

d
　
石
窮
得
宗
㌍
ク
ス
ネ

④
　
暴
風
鍔
㍗

扇
）
　
暴
風
ノ
ワ
キ
ノ
カ
七
　
〇
野
分
酬

⑤
　
碩
霊
鐙
シ
柱
礎
同

感
　
柱
礎
ソ
ミ
ィ
、
ン
礪
同
項
同
作

⑥
　
璧
禁
裏
㌶
玉
鼓
同

′
⑥
（
エ
部
に
は
登
載
さ
れ
な
い
）

（
イ
天
象
上
2
オ
4
）

（
コ
地
儀
下
2
オ
2
）

（
ヒ
地
儀
下
9
0
ウ
7
）

（
イ
植
物
上
4
オ
2
）

（
ス
植
物
7
1
1
3
ウ
7
）

（
ハ
天
象
上
2
0
オ
2
）

（
ノ
天
象
軸
5
8
オ
5
）

（
イ
地
儀
上
3
オ
3
）

（
ツ
地
儀
的
2
0
ウ
3
）

（
ア
植
物
下
2
6
オ
7
）

右
の
例
の
う
ち
、
①
は
附
さ
れ
た
三
種
類
の
和
訓
「
イ
ナ
ツ
ル
ヒ
」
「
イ
ナ

ツ
マ
」
「
イ
ナ
ヒ
カ
リ
」
の
第
；
日
節
が
総
て
「
イ
」
で
あ
る
。
②
以
下
の
例

は
、
附
さ
れ
た
和
訓
の
第
二
音
節
が
各
々
異
な
っ
て
い
る
。

原

卓

　

志

色
菓
字
類
抄
は
周
知
の
よ
う
に
、
国
語
音
の
第
一
音
節
に
よ
っ
て
、
イ
ロ
バ

別
に
分
類
配
列
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
②
の
例
で
は
、
コ
部
に
登
載
さ
れ

る
が
故
に
「
コ
ヤ
」
が
所
謂
主
訓
と
な
り
、
「
ヒ
タ
キ
ヤ
」
が
所
謂
副
訓
と
な

事
と
こ
ろ
が
、
②
で
は
逆
に
「
ヒ
タ
キ
ヤ
」
が
主
訓
と
な
。
、
「
コ
ヤ
」
が

副
訓
と
な
る
。
亀
＠
も
同
様
に
、
主
訓
と
副
訓
と
の
掲
出
順
序
が
逆
転
し
て
い

る
。
亀
④
の
関
係
は
、
④
に
於
け
る
副
訓
「
ノ
ワ
キ
」
が
、
′
④
に
於
い
て
主
訓

「
ノ
ワ
キ
ノ
カ
セ
」
と
な
り
、
④
に
於
け
る
主
訓
「
ハ
ヤ
チ
」
机
㊨
に
於
い
て

は
副
訓
と
し
て
附
さ
れ
て
い
な
い
。
⑥
⑧
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
⑥
㊨
は
、

㊥
に
於
け
る
副
訓
一
．
エ
ヒ
ス
ネ
」
が
、
エ
部
に
於
い
て
も
主
訓
と
な
っ
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
。

②
以
下
の
例
の
よ
う
に
、
一
見
出
漢
字
に
第
一
音
節
の
異
な
る
二
訓
が
並
記

さ
れ
る
場
合
、
そ
の
第
二
訓
、
所
謂
副
訓
の
第
一
音
節
の
当
該
部
に
於
け
る
表

記
形
態
の
差
異
に
依
っ
て
、
次
の
よ
う
に
三
種
に
分
類
し
、
図
式
化
で
き
る
。

（
1
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部
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＼

A
タ
イ
プ
は
先
に
掲
げ
た
例
の
う
ち
、
⑦
②
、
亀
◎
の
よ
う
に
、
主
訓
と
副
訓

と
の
掲
出
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
B
タ
イ
プ
は
、
㊨
④
、
亀
⑧

の
よ
う
な
関
係
、
つ
ま
り
、
④
の
副
訓
「
ノ
ワ
キ
」
机
㊨
に
於
い
て
主
訓
と
な

り
、
④
の
主
訓
「
ハ
ヤ
チ
」
机
㊨
に
於
い
て
附
さ
れ
な
い
が
如
き
関
係
で
あ
る
。

そ
し
て
、
C
タ
イ
プ
は
、
亀
⑥
の
よ
う
な
関
係
、
つ
ま
り
（
⑥
に
於
い
て
主
訓

・
副
訓
が
並
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
の
副
訓
の
第
二
日
節
「
エ
」
の
当
該
部

に
見
出
漢
字
自
体
が
掲
載
さ
れ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
訓
と
副
訓
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
村
田
正
英
氏
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
軍

『
こ
の
主
訓
と
そ
れ
に
対
す
る
別
訓
と
の
問
に
は
何
ら
か
の
質
的
な
違
い
が

存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
主
訓
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
訓
が
当
該

漢
字
の
訓
と
し
て
当
時
よ
り
日
常
的
あ
る
い
は
基
本
的
な
訓
を
示
し
て
い
た

と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
主
訓
・
別
訓
の

違
い
は
色
莫
字
類
抄
に
お
い
て
H
定
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
次

の
よ
う
な
例
が
存
在
す
る
。

（3日3）（2r（2）（1白1）

右
前
崇
㌶
㌢
ノ
ク
ス
ネ

石
前
得
宗
岩
ク
ス
．
r

助
鋪
帯
キ
ヤ

助
鋪
告
タ
キ
ヤ

天
給
鍔
㌢
ル

天
ヒ
ク
ビ
キ
ラ
ル

（
イ
植
物
）

（
ス
植
物
）

（
ヒ
地
儀
）

（
コ
地
儀
）

（
ハ
人
事
）

（
ヒ
人
事
）

た
と
え
ば
、
川
で
は
「
イ
ハ
ク
ス
リ
」
が
主
訓
で
あ
り
、

「
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ノ

ク
ス
ネ
」
が
別
訓
で
あ
る
の
に
、
′
日
で
は
逆
に
「
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ノ
ク
ス
ネ
」

が
主
訓
、
「
イ
ハ
ク
ス
リ
」
が
別
訓
と
な
っ
て
い
る
。
勘
佃
に
お
い
て
も
、

佃
で
は
主
訓
と
な
っ
て
い
る
「
ヒ
タ
キ
ヤ
」
机
脚
で
は
明
ら
か
に
別
訓
と
な

っ
て
い
る
。
又
、
籾
に
お
い
て
は
別
訓
で
あ
る
「
ヒ
タ
ヒ
キ
ラ
ル
」
が
、
扉

に
お
い
て
は
「
天
」
字
の
訓
と
し
て
た
だ
一
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
亀

こ
う
し
た
事
か
ら
、
主
訓
と
別
訓
と
の
関
係
は
、
訓
と
し
て
の
日
常
性
云

々
と
い
っ
た
よ
う
な
固
定
さ
れ
た
関
係
で
は
必
ず
し
も
無
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
己

『
色
菓
字
類
抄
は
、
別
訓
を
同
一
漢
字
の
下
に
並
記
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ

れ
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
字
類
抄
は
、
単
に
訓
に
基
づ
い
て
漢
字
を
引
き
出

す
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
漢
字
に
対
し
て
他
に
ど
の
よ

う
な
訓
が
あ
る
の
か
を
読
者
に
知
識
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
字
類
抄
の
こ
の
二
元
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
は
、
和
名
類
果
抄
の
よ
う
な
字
類
抄
編
墓
に
際
し
、
参
照
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
資
料
の
影
響
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
起

氏
の
結
論
は
、
先
に
分
類
し
た
A
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
B
・
C
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

B
タ
イ
プ
で
は
、
別
訓
を
知
識
と
し
て
読
者
に
提
供
し
よ
う
と
い
う
意
図
の
下

で
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
C
タ
イ
プ
で
は
、
訓
に
基
づ
い
て
漢
字
を
引
き

出
す
と
い
う
意
図
の
下
で
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

又
、
同
義
の
複
数
の
和
訓
が
同
時
に
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
和
訓
の
問
に

如
何
な
る
質
的
差
異
も
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
新
吉
関
係
、
優

劣
関
係
、
文
章
語
と
口
頭
語
と
い
う
関
係
等
、
な
ん
ら
か
の
差
異
が
あ
る
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
A
B
C
の
各
タ
イ
プ
の
よ
う
な
和
訓
の
表

記
形
態
と
、
そ
こ
に
附
さ
れ
た
和
訓
の
質
的
な
差
異
と
の
関
連
を
、
色
集
字
類

抄
の
編
纂
過
程
の
中
で
把
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

対
象
と
し
た
も
の
は
、
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
「
天
象
」
「
地
怯
」
「
植
物
」



「
動
物
」
「
人
倫
」
「
人
体
」
「
飲
食
」
「
雑
物
」
の
各
門
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
限
定
し
た
理
由
は
、
こ
れ
ら
各
門
が
和
名
類
衆
抄
と
関
係
を
有
す
る
部
分

で
あ
h
ソ
、
異
な
る
二
つ
の
和
訓
が
同
義
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
易
い
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。二

　
用
例
数
か
ら
見
た
表
記
形
態

さ
て
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
よ
り
第
二
首
節
の
異
な
る
複
数
の
和
訓
を
有
す

る
用
例
を
抽
出
し
て
、
そ
の
用
例
数
を
先
に
分
類
し
た
A
B
C
の
各
タ
イ
プ
毎

に
集
計
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

A
タ
イ
プ
　
　
四
十
九
例

B
タ
イ
プ
　
　
八
十
一
例

C
タ
イ
プ
　
　
三
十
三
例

こ
の
集
計
に
お
い
て
、
字
音
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
第
二
日
節

に
よ
っ
て
色
葉
字
類
抄
の
各
部
に
分
類
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
和
訓
に
準

ず
る
も
の
と
し
て
あ
わ
せ
て
取
扱
っ
た
。

こ
の
表
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
村
田
氏
の
細
論
か
ら
す
れ
ば

不
完
全
な
表
記
形
態
で
あ
る
B
C
タ
イ
プ
が
多
数
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
B
タ
イ
プ
は
A
タ
イ
プ
の
二
倍
に
近
い
数
で
あ
る
。
村
田
氏
の
言
わ
れ
る

色
莫
字
類
抄
の
二
元
性
を
完
全
に
具
有
す
る
表
記
形
態
で
あ
る
A
タ
イ
プ
が
、

色
薬
字
類
抄
の
編
者
が
目
指
し
た
到
達
形
態
で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
ま

さ
に
三
巻
本
色
薬
字
類
抄
は
不
完
全
な
ま
ま
の
姿
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。㍉
∴
㍉
㍉
㍉
㍉
㍉
二
i
∵
二
．

々
が
、
ど
の
よ
う
な
表
記
形
態
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

れ
を
調
査
し
て
み
る
と
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
表
記
形
態
は
次
の
よ

う
に
六
種
類
に
分
類
さ
れ
、

図
式
化
で
き
る
。

a
タ
イ
プ
［
U

b
タ
イ
プ
［
〕

C
タ
イ
プ
ロ

（
1
の
部
）

［
田
日
日
］

［
回
目
］

［
田
日
日
］

［
困
H
］

［
田
日
日
］

回
］

α
タ
イ
プ
ロ
同
日
U
「
□
間
口
］

β
タ
イ
プ
ロ
回
＝
P
　
の

γ
タ
イ
プ
　
　
拶

I
t
　
　
の

a
b
C
は
そ
れ
ぞ
れ
三
巻
本
色
薬
字
類
抄
に
お
け
る
表
記
形
態
の
A
B
C
に

相
当
し
て
い
る
。
こ
の
三
タ
イ
プ
の
他
、
和
訓
各
々
の
第
一
音
節
の
該
当
部
に

主
訓
と
し
て
一
訓
の
み
表
記
さ
れ
る
α
タ
イ
プ
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
い

て
は
一
訓
の
み
掲
げ
ら
れ
て
、
別
訓
が
登
載
さ
れ
な
い
β
タ
イ
プ
、
そ
し
て
、

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
い
て
は
見
出
漢
字
そ
の
も
の
が
登
載
さ
れ
な
い
γ
タ

イ
プ
の
三
種
類
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
と
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
と
の
各
タ
イ
プ
毎
の
用



例
数
の
相
関
々
係
を
表
に
ま
と
め
て
み
る
（
但
し
、
各
タ
イ
プ
が
複
合
し
た
表

記
形
態
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
を
避
け
表
中
か
ら
除
外
し
た
）
。

計 C B A

巻　 ‾

本　 巻
色　 本
葉　 世
字　 俗
字
拗［類
抄

4 0 1※ 3 a

26 1※ 17 8 b

4 0 1 3 C

64 1※ 37 26 α

48 23 18 7 β

17 8 7 2 γ

163 33 8 1 49 計

色
莫
字
類
抄
の
増
補
過
程
に
お
け
る
編
碁
意
図
の
拡
大
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。
又
、
よ
り
分
析
的
な
方
向
へ
の
字
書
的
な
成
長
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
か
ら
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
へ
の
表
記
形
態
の
移
行

の
原
則
に
例
外
と
な
る
も
の
は
表
中
索
印
を
附
し
た
三
例
の
み
で
あ
る
。
そ
の

さ
て
、
こ
の
表
を
見
る
と
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
で
は
、
α
タ
イ
プ
、
β
タ

イ
プ
の
用
例
数
が
多
く
、
次
い
で
b
タ
イ
プ
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
か
ら
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
へ
と
増
補
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

α
タ
イ
プ
か
ら
、
A
B
の
二
タ
イ
プ
へ
、
β
タ
イ
プ
は
B
C
タ
イ
プ
へ
と
多
く

移
行
し
て
お
り
、
b
タ
イ
プ
は
そ
の
ま
ま
B
タ
イ
プ
と
し
て
承
け
継
が
れ
る
も

の
と
、
A
タ
イ
プ
へ
移
行
す
る
も
の
が
あ
る
。

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
で
は
、
一
見
出
漢
字
に
対
し
て
一
訓
の
み
を
附
し
、
別

訓
は
副
訓
と
し
て
附
さ
な
い
表
記
形
態
等
あ
る
α
、
β
の
二
タ
イ
プ
が
多
数
を

占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
三
巻
本
色
莫
字
類
抄
で
は
、
別
訓
を
副
訓
と
し
て
掲

げ
る
表
記
形
態
で
あ
る
A
B
C
の
各
タ
イ
プ
へ
移
行
し
て
い
る
こ
と
に
よ
h
ソ
、

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
か
ら
三
巻
本
色
薬
字
類
抄
へ
の
増
補
の
過
程
で
、
一
見
出

漢
字
に
対
し
て
一
訓
を
附
す
と
い
う
原
則
か
ら
、
別
訓
を
も
附
し
て
い
く
と
い

う
方
向
へ
と
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

単
純
な
表
記
形
態
か
ら
複
雑
な
表
記
形
態
へ
と
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

三
例
を
次
に
掲
げ
る
。

○
（
二
巻
本
）
欧
吐
㌶
㍗

（
三
巻
本
）
酢
離
㌫
㌶

○
（
二
巻
本
）
胡
頼
子
ク
ミ

コ
タ
ウ

（
三
巻
本
）
調
茄
子
崇
U
ナ

○
（
二
巻
本
）
首
芋
告
？
．
悠

イ

ン

ウ

（
三
巻
本
）
百
芋
ニ
バ
ツ
二
ン

（
へ
人
体
）
I
・
欧
吐
㌶
砦
（
タ
人
体
）

（
へ
人
体
）
　
－
　
拶
　
　
　
　
（
タ
人
体
）

（
ク
植
物
）
～
胡
原
毛
。
ナ
リ
（
モ
植
物
）

（
ク
植
物
）
－
－
＋
〆
　
（
モ
植
物
）

；
（
ニ
植
物
）
，
・
百
芋
㌶
「
”（ヲ
植
物
）

．
1
ン
・
ワ

（
ニ
植
物
）
I
・
百
芋
霊
告
、
了
（
ヲ
植
物
）

こ
の
よ
う
に
、
三
例
の
例
外
は
あ
る
が
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
か
ら
三
巻
本

色
葉
字
類
抄
へ
の
増
補
過
程
に
お
い
て
、
単
純
な
表
記
形
態
か
ら
複
雑
な
表
記

形
態
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
は
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
三

巻
本
色
魔
字
類
抄
を
も
っ
て
し
て
も
完
成
し
た
姿
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
も
増
補
過
程
の
う
ち
の
一
段
階
の
姿
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
和
訓
の
性
格
と
表
記
形
態
と
の
関
係

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
も
b
タ
イ
プ
の
よ
う
に
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
増
補

過
程
の
一
段
階
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
和
訓
の
表
記
形
態
が
あ
る
。
先

に
分
類
し
た
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
の
和
訓
の
表
記
形
態
六
種
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

は
、
こ
れ
も
亦
、
色
英
字
類
抄
の
増
補
過
程
に
お
け
る
一
段
階
の
姿
で
あ
る
と

ー4－



考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
b
、
β

の
二
種
類
の
タ
イ
プ
に
限
っ
て
、
そ
こ
に
附
さ
れ
た
和
訓
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
る
。

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
b
タ
イ
プ
、
β
タ
イ
プ
に
該
当
す
る
用
例
の

二
つ
の
訓
の
う
ち
・
純
粋
に
和
訓
で
あ
る
誌
と
・
字
音
読
さ
れ
た
も
の
と
の

関
係
を
見
る
と
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
用
例
が
拾
わ
れ
る
。

（
b
タ
イ
プ
）

④
萱
草
㌶
㍍
椚
（
ク
植
物
）
I
I
萱
草
ワ
ス
レ
ク
サ
（
ワ
植
物
）

C
f
三
巻
本
で
は
B
タ
イ
プ

㊥
横
笛
（
岩
岩
ク
）
（
ワ
雑
物
）
I
I
構
（
笛
）
盲
。
フ
三
（
ヨ
雑
物
）

C
f
三
巻
本
で
は
B
タ
イ
プ

（
他
全
五
例
）

へ
β
タ
イ
プ
）

の
良
民
ク
ツ
カ
タ
（
ク
地
儀
）
I
I
の
（
シ
地
儀
）

d
三
巻
本
で
は
「
シ
」
部
に
「
シ
ミ
」
「
ク
ツ
カ
タ
」
の
並
記
、
B
タ
イ
プ

㊤
黄
連
帯
マ
（
力
植
物
）
I
l
＋
β
（
ワ
植
物
）

C
f
三
巻
本
で
は
「
ワ
」
部
に
「
ワ
ウ
レ
ン
」
「
カ
ク
マ
ク
サ
」
の
並
記
、
B

タ
イ
プ

（
他
全
五
例
）

⑮
豹
へ
ウ
（
へ
動
物
）
l
，
拶
（
ナ
動
物
）

C
f
三
巻
本
で
は
「
へ
．
」
部
に
「
ヘ
ウ
」
「
ナ
カ
ツ
カ
ミ
」
の
並
記
、
C
タ
イ

プ

（
他
全
三
例
）

b
タ
イ
プ
で
は
、
①
の
「
ワ
ス
レ
ク
サ
」
と
「
ク
ワ
ン
サ
ウ
」
、
㊥
の
「
ヨ

コ
フ
ヱ
」
と
「
ワ
ウ
チ
ャ
ク
」
の
よ
う
に
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
で
純
粋
な
和

訓
が
主
訓
と
な
る
場
合
に
は
字
音
読
さ
れ
る
も
の
が
副
訓
と
し
て
表
記
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
、
そ
の
逆
に
、
字
音
読
さ
れ
る
も
の
が
主
訓
と
な
る
場
合
に
は
純

粋
な
和
訓
が
副
訓
と
し
て
表
記
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
b

タ
イ
プ
の
図
式

b
タ
イ
プ

□
（
1
の
部
）

同
日
］

回
］

（
2
の
部
）

－
［
∪
回
］

に
お
け
る
［
門
］
に
当
る
訓
（
こ
れ
を
第
二
音
節
2
の
訓
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
）
が
純
粋
な
和
訓
で
あ
る
訳
で
あ
る
。

β
タ
イ
プ
で
は
、
0
の
「
シ
ミ
」
、
㊤
の
「
ワ
ウ
レ
ン
」
の
よ
う
に
、
三
巻

本
色
葉
字
類
抄
で
は
主
訓
と
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
字
音
読
さ
れ
る
も
の
が
、

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
で
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
β
タ
イ
プ
の
図
式

（
1
の
部
）
　
　
　
　
　
（
2
の
部
）

β
タ
イ
プ
ロ
円
＝
了
　
の

に
お
け
る
［
日
日
］
に
当
た
る
酢
（
こ
れ
を
第
二
音
節
1
の
訓
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
）
が
純
粋
な
和
訓
で
あ
る
訳
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
純
粋
な
和
訓
と
字
音
読
さ
れ
た
も
の
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
二

巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
β
タ
イ
プ
と
は
、
純
粋
な
和
訓
を
特
に
字
音
読
さ

れ
る
も
の
と
は
区
別
し
て
主
た
る
訓
と
し
て
掲
げ
た
表
記
形
態
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
β
タ
イ
プ
に
お
い
て
純
粋
な
和
訓
を
主
た

る
訓
と
し
て
掲
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
b
タ

イ
プ
に
お
け
る
第
一
音
節
2
の
訓
が
純
粋
な
和
訓
に
当
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
b



タ
イ
プ
と
は
第
一
音
節
1
の
訓
よ
り
も
第
一
音
節
2
の
訓
を
主
た
る
訓
と
し
て

掲
げ
て
い
る
表
記
形
態
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

和
訓
の
区
別
が
純
粋
な
和
訓
と
字
音
読
さ
れ
た
も
の
と
い
う
観
点
に
基
づ
い
て

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
、
⑳
の
「
へ
ウ
」
の
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
断
ず

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
比
較
に
よ
っ
て
、
和
訓
の
表
記
形
態
の

中
に
こ
の
よ
う
な
和
訓
を
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
区
別
す
る
と
い
う
意
識
が

読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
示
唆
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
和
訓
の
区
別
は
、
い
っ
た
い
何
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
な

の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
が
、
先
ず
考

え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
こ
の
区
別
が
、

単
に
出
典
資
料
の
表
記
形
能
心
を
そ
の
ま
ま
承
け
継
い
だ
も
の
か
も
し
れ
な
い
と

言
。
∴
〕
∵
了
∴
㍉
∴
二
二
．

和
名
類
罪
抄
に
お
け
る
和
訓
の
掲
出
順
位
と
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
の
和
訓
の

表
記
形
態
と
の
関
係
を
表
わ
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

0
和
名
類
果
抄
に
お
け
る
和
訓
の
掲
出
順
位
と
の
関
係

（
β
タ
イ
プ
）

和
名
類
隷
抄
に

二
訓
以
上
の
和
訓
が

あ
り
、
β
タ
イ
プ
第

一
音
節
1
の
訓
が

一
訓
の
み
の
和
訓
が

あ
h
ソ
、
β
タ
イ
プ
第

二
百
節
1
の
訓
が

第
一
掲
出
の
和
訓
と
一
致
す
る
も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2

6

例

（
う
ち
植
物
門
・
2
0
）

第
二
掲
出
以
下
の
和
訓
と
一
致
す

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
例

そ
の
一
訓
と
一
致
す
る
も
の
1
1
例

そ
の
一
訓
と
二
致
し
な
い
も
の4
例

二
訓
以
上
の
和
訓
が

（
b
タ
イ
プ
）
　
「
あ
り
、
b
タ
イ
プ
第

二
目
節
2
の
訓
が

一
訓
の
み
の
和
訓
が

あ
り
、
b
タ
イ
プ
第

二
首
節
2
の
訓
が

和
名
類
緊
抄
に

第
一
掲
出
の
和
訓
と
一
致
す
る
も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

2

例

（
う
ち
植
物
門
・
9
）

第
二
掲
出
以
下
の
和
訓
と
一
致
す

る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
例

（
う
ち
植
物
門
・
2
）

そ
の
一
訓
と
一
致
す
る
も
の
4
例

そ
の
一
訓
と
一
致
し
な
い
も
の0
例

右
の
よ
う
に
、
b
タ
イ
プ
第
二
首
節
2
の
訓
が
和
名
類
衆
抄
に
お
け
る
二
訓

以
上
の
和
訓
の
う
ち
の
第
一
掲
出
の
和
訓
と
一
致
す
る
も
の
が
十
二
例
。
第
二

掲
出
以
下
の
和
訓
と
一
致
す
る
も
の
が
九
例
。
又
、
和
名
類
罪
抄
に
一
訓
の
み

が
掲
出
さ
れ
、
そ
の
和
訓
が
b
タ
イ
プ
第
〓
日
節
2
の
訓
と
一
致
す
る
も
の
四

例
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
顕
著
な
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
。
β
タ
イ
プ
で
は
、

第
三
日
節
1
の
訓
が
和
名
類
策
抄
に
お
け
る
二
訓
以
上
の
和
訓
の
う
ち
の
第
一

掲
出
の
和
訓
と
一
致
す
る
も
の
が
二
十
六
例
と
多
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の

他
の
も
の
も
存
し
て
お
h
ソ
、
b
、
β
両
タ
イ
プ
を
通
じ
て
、
単
純
に
和
名
類
祭

抄
の
掲
出
順
位
に
従
っ
て
和
訓
の
表
記
形
態
が
規
定
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
し
か
し
、
門
別
の
用
例
数
か
ら
見
る
と
、
「
植
物
」
門
で
、
b
タ
イ

プ
第
二
日
節
2
の
訓
、
β
タ
イ
プ
第
二
音
節
1
の
訓
と
和
名
類
衆
抄
に
お
け
る

第
一
掲
出
の
和
訓
と
が
よ
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。さ
て
、
和
名
類
罪
抄
に
お
い
て
は
、
掲
出
さ
れ
る
和
訓
に
「
和
名
」
「
俗
云
」

等
が
冠
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
と
二
巻
本
世
俗
字
類
罪
抄
の
b
タ
イ

プ
第
〓
日
節
2
の
訓
、
β
タ
イ
プ
第
二
音
節
1
の
訓
と
の
対
応
関
係
を
見
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。



O
b
タ
イ
プ
第
二
首
節
2
の
訓
と
の
対
応

和
名
一
云

又俗
云
楊
氏
漢
語
抄
云

漢
語
抄
云

日
本
紀
私
記
云

師
説
ナ
シ
そ
の
他

7
例

2
例

1
例

5
例

1
例

1
例

1
例

1
例

1
例

1
例

○
β
タ
イ
プ
第
二
首
筋
1
の
訓
と
の
対
応

和
名
一
云

俗
云
世
間
云

弁
色
立
成
云

（
本
朝
式
）
讃

ナ
シ
そ
の
他

2
7
例

6
例

3
例

1
例

2
例

1
例

3
例

5
例

こ
れ
を
見
る
と
、
「
和
名
」
と
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
と
の
対
応
が
多
数
を
占
め

て
は
い
る
が
、
「
俗
云
」
等
そ
の
他
が
冠
せ
ら
れ
る
和
訓
と
の
対
応
も
あ
り
、

単
純
に
「
和
名
」
と
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
と
の
関
係
を
諭
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い

よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
色
葉
字
類
抄
の
有
力
な
出
典
資
料
で
あ
る
和
名
類
衆
抄
と
比
較
し
た

結
果
か
ら
で
は
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
の
和
訓
の
表
記
形
態
と
出
典
資
料
の
表

記
形
態
と
の
単
純
な
関
係
は
見
出
し
類
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
世
俗
字
類
抄
、
色
莫
字
類
抄
以
外
の
ど
の
よ
う
な
文
献
に
ど
れ
く
ら

い
の
員
で
そ
れ
ぞ
れ
の
和
訓
が
出
現
し
て
い
る
の
か
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
訓
の
質
的
な
差
異
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
次
頁
に
掲
げ

た
表
は
上
か
ら
便
宜
上
の
番
号
、
見
出
字
、
所
属
の
門
、
部
を
示
し
、
二
巻
本
世
俗
字

類
抄
、
三
巻
本
色
英
字
類
抄
の
各
々
該
当
部
の
和
訓
を
掲
げ
た
。
和
訓
の
右
傍

に
傍
線
を
施
し
た
も
の
は
、
そ
の
和
訓
が
主
訓
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
他
文
献

の
欄
は
大
ま
か
に
散
文
文
献
と
和
歌
集
、
訓
点
資
料
、
辞
古
に
分
類
し
て
略
称

を
以
て
そ
の
文
献
名
を
掲
げ
る
。
又
、
散
文
文
献
中
の
和
歌
に
つ
い
て
は
そ
の

文
献
名
の
下
に
（
歌
）
と
し
て
注
記
し
た
（
但
し
和
歌
集
に
つ
い
て
は
略
す
）
。

こ
の
調
査
は
末
だ
不
充
分
で
あ
り
、
更
に
多
く
の
文
献
に
当
っ
て
み
る
必
要

が
あ
る
。
し
か
し
、
大
よ
そ
の
傾
向
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

①
の
「
ト
コ
ナ
ツ
」
と
「
ナ
テ
シ
コ
」
で
は
「
ト
コ
ナ
ツ
」
の
月
ら
れ
る
文

献
の
他
に
、
蛸
蛤
日
記
、
寝
党
物
語
、
医
心
方
等
多
く
の
文
献
に
「
ナ
テ
シ
コ
」

が
見
ら
れ
る
。
②
の
「
モ
ミ
」
「
ム
サ
、
ヒ
」
で
は
「
モ
ミ
」
が
本
章
和
名
、

和
名
抄
、
名
義
抄
と
い
っ
た
辞
書
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
ム
サ
、
ヒ
」
は

明
恵
上
人
夢
記
や
法
華
経
玄
賛
、
興
福
寺
本
三
蔵
法
師
伝
を
は
じ
め
と
す
る
諸

文
献
の
他
に
、
多
く
の
古
辞
書
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
b
タ
イ

プ
第
〓
日
節
2
の
訓
が
他
方
の
訓
よ
り
も
他
文
献
に
多
出
す
る
傾
向
が
見
て
取

ら
れ
る
。
β
タ
イ
プ
第
一
音
節
1
の
訓
も
同
様
に
三
巻
本
色
英
字
類
抄
に
お
い

て
増
補
さ
れ
る
訓
よ
り
も
他
文
献
に
多
出
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

b
、
β
両
タ
イ
プ
に
係
る
個
々
の
和
訓
の
総
て
に
つ
い
て
ど
ち
ら
の
和
訓
が

よ
り
多
く
の
文
献
に
出
現
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
判
断
す
る
こ
と
は
因



O
b
タ
イ
プ

⑨ ② の 番号

厘 臨 理 見
鼠 麦 出

字

人 動 植 所

体 物 物 属
門
部マ ハ ム モ ナ ト

；l ；‡l ム
サ

ヽ
ヒ

喜‡l

ヒ
俗

コ＝

ナ

ア
シ

コ

号 ト

7‾コ
シナ
コツ

世嘉

俗本
字
類
抄

‡；l 号‡l ム
サ

ヽ
ヒ

誓言i

サ

ヽ
ヒ

ナ

フ‾
シ

コ

又 ト
ナ コ

テナ
シツ

コ俗

色毒

薬本
字
類
抄

寛○ ○ 字（○
集享明

〇

本

言本○

）草古

黒〇
本古

他

徳霊 本
‥異 和ノ、 ・和今 ・今
○記 文 本夢 和 名名著 易著

和（ 枠 ）記 名 語 ・聞
三和集

林間

名国

・会

　（
鉄 和万 和

言己　　 ユ

・名 工

集
古（

名杢 槌 名薬 名 桂 ・蛸 言歌
義訓 伝 ・○

名
本名蛤 　）　　　）

　）
名源文） ○ 義華 義 名 ・源

明 ・ 和 ・経 舌下氏 語氏 文
（古 名 和玄 辞学 ： 記 ・

古
本
説
話

　（

歌

　）

古
A
「○

献

A
「 名

書 ・ 名　（

略

軍 ・巻 ‡

・聞 義 文三 明 ・

鰻集 日　． （古
頭 ・ （興 伊本 称

・本 黒福 京説 を

黒朝 本寺 ・話 以
日　・ て

掲
・枠 易三 応万

　 （ J ．　托
林鉄 ・法 天 ・ げ

）槌 書師 正後 和
名

名
義

文
明

　（

鰻

る
・伝 言伝 ・撰 　）
名） ）承 鰻○
語○ ・徳 頭医
記不 名三 ・心
クb
エ 語年 黒方
荊 記点 本○
索 ・○ ・新
神 天新 易撰
呪 理撰 林字

心 本 ・鏡 頭
経 包鏡 書 ・

（
他
類
例
全
1
1
例
）

○
β
タ
イ
プ

⑥ （9 由

豹 白 射
頭
公

埠

動 植 地
物 物 儀

へ ナ オ ナ ア イ

；l
の
オ
キ
ナ
ク
サ

鐙1
三！
鐙ブ

云；l

芸俗

ツ
カ

（オ
ナオ
カキ
クナ
サク
サ

∈ブ
要至l

コ
ロ

必

京○ ○ 黒O
と刃
○ 応9 ○

和
・宇
明津
日
本
本巣
・塵
本
草
天元 名

名
義

応保 容 易秘 和 正実
・○ 紀 林抄 名 ・録

天興
正福

　（
山石
・○
書医
和 黒（
本仁・寺

11
崎
本

北

言心 名

名

・型 　（
鰻本
頭三

）方
・○
易冗
林年
　「
イ

・蔵 種本 義 °　　　） ク
黒法 野 本草 書 ・ハ
本師

・伝

侠和
名名

　」
訊 こ平 は

易 ・ 　） 古 ・ ・言己 日
林醍
釈
辞和 ○ 本

・醐 書名 語和 書
∃1 日 記名

桂図
Er富木 本
紀
○

名
義

訓

）遊

・仙
本∃t あ

桂窟 和 文 甘伏寮 り本○
和
名 明 名木

古名
－ヽノ

侠
名名
名 　（伊 辞義

古・・
芸事
義

睾

京

明

書 ・
和
玉

和 Cコ 応 文
玉 天 明

文
明

正

饅

　（
伊
京

　　（
伊 頭 明

（
他
類
例
全
1
2
例
）



難
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
調
査
し
た
範
囲
内
で
考
え
る
な
ら
ば
、
b
タ
イ
プ

第
三
日
節
2
の
訓
、
β
タ
イ
プ
第
二
音
節
1
の
訓
が
他
の
文
献
に
多
出
す
る
和

訓
の
方
と
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
少
し
、
い
く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
る
。

①
豹
（
ヘ
ウ
・
ナ
カ
ツ
カ
ミ
）

こ
れ
は
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
三
巻
本
色
薬
字
類
抄
そ
れ
ぞ
れ

（
二
巻
本
）
豹
へ
ウ
　
（
へ
動
物
）
I
の
（
ナ
動
物
）
　
（
B
タ
イ
プ
）

（
三
巻
本
）
約
言
用
カ
ツ
カ
ミ
　
（
動
物
）
I
I
が
（
ナ
動
物
）
（
C
タ
イ
プ
）

の
よ
う
に
哀
記
さ
れ
て
お
り
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
β
タ
イ
プ
第
一
音
節
1
の

訓
に
「
ヘ
ウ
」
と
い
う
字
音
読
さ
れ
た
も
の
が
あ
た
る
例
で
あ
る
。
先
に
純
粋

な
和
訓
と
字
音
読
さ
れ
た
も
の
と
の
比
較
を
行
っ
た
際
に
、
純
粋
な
和
訓
が
字

音
読
さ
れ
る
も
の
よ
り
主
た
る
訓
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
と
い
う
傾
向
を
見
出
し

た
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
傾
向
に
は
ず
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
ナ
カ
ツ
カ
、
、
、
」
は
和
名
類
罪
抄
で
は
「
日
本
紀
私
記
云
奈
賀
豆
可
美
」
（
巻

十
八
・
1
7
オ
）
と
登
載
さ
れ
て
い
る
。
又
、
そ
の
他
の
文
献
で
は
、
日
本
書
紀

推
古
十
九
年
の
条
に

ナ
カ
ツ
カ
・
、
ヽ

○
豹
　
　
の
尾
を
　
（
岩
崎
本
日
本
書
紀
）

と
臥
尉
他
、
釈
日
本
紀
巻
廿
正
は

ト
フ
ナ
カ
ツ
カ
ミ
ノ
　
カ
バ

○
虎
豹
　
　
　
　
皮

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
ナ
カ
ツ
カ
、
、
、
」
は
日
本
書
紀
の
古
訓
と
し
て
存
し
て

い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
へ
ウ
」
は
、

○
へ
う
の
か
は
の
し
た
く
ち
　
（
宇
津
保
物
語
吹
上
上
）

ト

ヲ

ヘ

ウ

○
虎
豹
　
（
興
福
寺
本
三
蔵
法
師
伝
延
久
承
暦
頃
点
）

へ
｛
ノ

○
豹
の
頭
を
　
（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
1
2
オ
6
）

の
よ
う
に
散
文
文
献
、
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
、
後
世
の
節
用
集
類
を
は
じ
め
、

桂
本
侠
名
古
辞
書
の
よ
う
な
辞
書
に
も
多
く
拾
え
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
古
記
の
古
訓
と
し
て
上
代
か
ら
平
安
時
代
中
期
頃
ま
で
存
し
た
「
ナ
カ
ツ

カ
・
・
、
」
と
い
う
和
訓
は
、
そ
の
後
「
へ
ウ
」
と
字
音
読
さ
れ
る
も
の
に
地
位
を

譲
り
、
色
葉
字
類
抄
成
立
の
頃
に
は
「
ナ
カ
ツ
カ
ミ
」
が
死
語
に
近
い
も
の
に

な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

㊥
　
麦
（
ナ
テ
シ
コ
・
ト
コ
ナ
ツ
）

二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
は
次
の
よ
う
に
蓑
記
さ
れ
る
。

（
二
巻
本
）
攫
麦
侶
射
ッ
ナ
テ
シ
。
（
ト
植
物
）
　
－
　
捜
麦
霊
m
川
撫
子

（
ナ
植
物
）
（
b
タ
イ
プ
）

（
三
巻
本
）
断
崇
冥
用
コ
（
ト
植
物
）
1
㌢
串
ン
コ
撫
子
柳
川
之

（
ナ
植
物
）
　
（
B
タ
イ
プ
）

「
ナ
テ
シ
コ
」
「
ト
コ
ナ
ツ
」
の
二
訓
は
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
篇
に
依

る
と
、
「
ナ
テ
シ
コ
」
が
上
代
よ
り
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
和
名

抄
に
見
え
る
異
名
ト
コ
ナ
ツ
は
古
今
集
な
ど
に
も
見
え
る
が
、
上
代
に
は
そ
の

確
実
な
例
が
な
い
ピ
と
説
か
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
ト
コ
ナ
ツ
」
が
新
生
の
和
訓

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
ト
コ
ナ
ツ
」
が
古
今
集
以
後
盛
ん
に

用
い
ら
れ
る
の
と
同
様
に
「
ナ
テ
シ
コ
」
も
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
①
の
「
ヘ
ウ
」
「
ナ
カ
ツ
カ
ミ
」
の
差
異
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
ナ
テ
シ
コ
」
「
ト
コ
ナ
ツ
」
と
い
う
二
つ
の
和
訓
の
相
違
は
、
「
ナ

テ
シ
コ
」
が
古
今
著
聞
集
、
源
氏
物
語
、
古
本
説
話
集
の
よ
う
な
散
文
文
献
に

お
い
て
地
の
文
、
会
話
文
、
和
歌
と
区
別
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
上
に
、
医
心

方
の
よ
う
な
訓
点
資
料
に
も
そ
の
訓
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
ト
コ
ナ
ツ
」

は
主
と
し
て
和
歌
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
次
に
掲
げ

る
古
本
説
話
集
の
例
は
、
よ
く
そ
の
相
違
を
表
し
て
い
る
。

い
ま
は
む
か
し
、
四
条
大
納
言
前
栽
つ
く
ろ
は
さ
せ
給
け
る
に
、
心
も
と



な
き
も
の
叫
で
し
こ
を
ひ
き
す
て
た
る
を
み
給
て

さす
き
も
の
を
は
な
の
あ
た
り
に
よ
せ
た
ら
は
こ
の
と
こ
な
つ
に
ね
た
え
ま

L
や
は
（
「
公
任
大
納
言
事
」
読
点
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
）

こ
の
よ
う
に
、
「
ト
コ
ナ
ツ
」
が
和
歌
と
い
う
特
殊
な
場
で
用
い
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
「
ナ
テ
シ
コ
」
は
一
般
的
な
和
訓
で
あ
っ
た
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

0
踵
（
キ
ヒ
ス
・
ク
ヒ
ス
）

こ
れ
は
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
。

（
二
巻
本
）
勢
ヒ
ス
キ
ヒ
ス
（
ク
人
体
）
I
l
ト
踵
キ
ヒ
ス
（
キ
人
体
）
（
b
タ
イ
プ
）

コ
ン
（
三
巻
本
品
行
㌘
ス
聖
l

i一
（
ク
人
体
）
I
彗
ビ
ス
限
同
（
キ
人
体
）

（
B
タ
イ
プ
）

「
ク
ヒ
ス
」
「
キ
ヒ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
前
田
富
棋
氏
に
詳
細
な
御
論
考
が

あ
寧
氏
は
そ
の
中
で
、
「
中
世
に
は
ク
ビ
ス
、
キ
ビ
ス
が
と
も
に
使
わ
れ
て

い
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ク
ビ
ス
の
方
が
規
範
的
な
形
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
軍
記
物
語
や
室
町
時
代
物
語
な
ど
の
文

学
的
な
文
献
に
は
ク
ビ
ス
が
多
く
、
日
常
的
な
も
の
、
故
実
書
な
ど
の
類
に
は

キ
ビ
ス
が
多
い
の
で
あ
る
。
中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
キ
ビ
ス
は
俗
語
的
な

形
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
亡
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
二

巻
本
世
俗
字
類
抄
で
は
俗
語
的
な
「
キ
ヒ
ス
」
を
b
タ
イ
プ
第
一
音
節
2
の
訓

と
し
て
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

㊤
鰭
（
ヒ
レ
・
ハ
タ
）

次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
。

（
二
巻
本
）
鰭
㍑
也
（
ハ
動
物
）
1
1
∴
鰭
ヒ
レ
（
ヒ
動
物
）
（
b
タ
イ
プ
）

土
ヽ
（
三
巻
本
）
始
欝
ヒ
レ
（
ハ
動
物
）
1
－
∴
憶
ヒ
レ
（
ヒ
動
物
）

（
B
タ
イ
プ
）

こ
の
「
ヒ
レ
」
と
「
ハ
タ
」
の
二
訓
の
う
ち
、
「
ハ
タ
」
は
、
弘
安
本
文
選

に
字
面
は
異
な
る
が
、

○
長
き
惜
　
（
「
バ
ク
」
に
「
上
上
」
の
声
点
あ
り
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
漢
籍
に
お
け
る
声
点
附
和
訓
の
性
格
に
つ
い
て
、
小
林
芳
規
先
生
が
、
「
平

安
初
期
に
お
け
る
師
説
と
、
同
期
の
他
の
漢
籍
の
訓
説
と
が
、
後
世
に
固
定
的

㍉
∴
∴
∵
∵
㍉
二
　
㍉
二
言
㍉

に
伝
承
さ
れ
た
訓
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
ヒ
レ
」
は
色
菓
字
類
抄
成
立
当
時
、

一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑳
本
草
類

こ
こ
に
は
他
の
散
文
文
献
等
に
は
用
例
を
拾
い
難
い
本
草
類
を
取
り
上
げ
る
。

こ
れ
ら
本
草
類
の
名
称
は
、
青
陵
部
蔵
医
心
方
古
点
に
は
多
く
拾
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
医
心
方
と
比
較
し
て
み
た
い
。

次
に
掲
げ
る
表
は
、
医
心
方
に
お
い
て
二
種
類
以
上
の
和
訓
が
拾
え
る
も
の

で
あ
h
ソ
、
そ
れ
ぞ
れ
和
訓
の
頭
に
○
印
を
附
し
た
も
の
が
、
二
巻
本
世
俗
字
類

㍉
㍉
∴
∴
÷
∵
二
二
∴
㍉
∵
∵

朱
筆
訓
を
掲
げ
た
。

10

■一ト・」上 白

－トト・止

避

何

見
出
字

胡

（⊃ （⊃ ○

和

訓

アノ

マセ

ヨヨカ メ　ミ

ロロサ カヤ
ア l コ　ヒモ ウ
カ ヒクチ ガ

ナ クサ
サ

4 18 0 8 7 3　3

医

心

方

用

例

数

ノ
セ
リ

医
心
方
朱
筆
訓



②㊨⑳③①⑳㊤⑧①
大 黄 漏 亭 恒 苛 育 自 苦
黄 連 遠 歴

子
山 薬 箱 薇 参

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タオ ワカ ア ク アハ ノヽ 董董 ヌエ アウ アク　ミ マク
イホ ウク リ　ロ シママ ミ　ヒ マ　マ マロナ ヒラ
ワシ レマ クク ナセタ クス クク ナクシ リ、

ウ ンク ササ ツ リカ ノ　ノ ヌク ササ サ コ ク

サ ナ　 ナ 昔ネ

ネ

リス
リ

ク
サ
サ

2 48　（

填

ま

にコ
符

声

点

　　）

2 65　　（　　　．

倶

土
日
A
口
符

声
点

　）

3　5 17 26 33 2 12 2 52 2　4　（　　　　（

輿輿

アウ

ママ
ササ
クク

）　3
例

　　）

1 1 5　（

輿

ク

ロ
メ
ク
サ

　　）

1 26

カ
ク

マ
ク

サ

ハ
マ
タ
カ
ナ

ク
サ
キ
ノ
ネ

エ
ヒ
ス
ク

ス
リ

（
他
省
略
）

医
心
方
に
お
け
る
和
訓
の
用
例
数
か
ら
検
討
す
る
と
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄

b
タ
イ
プ
第
二
百
節
2
の
訓
、
β
タ
イ
プ
第
二
草
野
1
の
訓
の
用
例
数
が
他
方

よ
り
多
い
と
い
う
傾
向
が
窺
え
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
そ
れ
ら
が
当
時
一
般

的
な
和
訓
で
あ
る
と
は
言
い
′
切
れ
な
い
。
書
陵
部
蔵
医
心
方
に
は
二
系
統
の
訓

点
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
訓
法
の
差
異
に
つ
い
て
は
松
本
光
隆
氏
の
御
論
考

が
あ
る
。
氏
は
、
実
詞
訓
の
差
異
を
調
査
さ
れ
、
墨
筆
（
藤
原
日
野
家
の
訓
）

が
比
較
的
新
し
い
訓
法
で
あ
り
、
朱
筆
（
丹
波
家
の
訓
）
は
、
そ
の
基
盤
が
本

（
茸

等
和
名
、
和
名
類
衆
抄
等
の
一
つ
の
等
訓
圏
に
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
を
基
に
、
医
心
方
の
朱
筆
訓
と
の
一
致
不
一
致
を
見
る
と
、
①
③
の
㈹
南
の

各
例
、
β
タ
イ
プ
第
二
首
節
1
の
訓
に
あ
た
る
訓
が
朱
筆
訓
と
一
致
す
る
の
で

あ
る
。
又
、
本
草
類
以
外
で
は
、
「
痕
肉
（
ア
マ
シ
、
・
コ
ク
ミ
）
」
の
う
ち
、

β
タ
イ
プ
夢
二
首
節
1
の
訓
に
当
る
「
ア
マ
シ
、
」
が
朱
筆
訓
と
一
致
し
て
い

る
。
朱
筆
訓
と
一
致
し
な
い
の
は
先
に
の
で
取
り
上
げ
た
「
キ
ヒ
ス
」
の
み
で

あ
る
。こ
の
こ
と
は
、
①
～
㊤
で
取
り
上
げ
て
き
た
例
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

と
は
別
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
二
巻

本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
本
草
類
の
和
訓
が
、
医
心
方
訓
読
に
お
け
る
丹
波
家

の
訓
法
と
同
様
に
、
本
草
和
名
、
和
名
類
柁
抄
等
と
同
一
圏
内
に
あ
る
所
謂
伝

統
的
な
和
訓
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
、
こ
の
こ
と
は
、

先
に
植
物
門
に
属
す
る
も
の
が
、
和
名
類
緊
抄
の
第
一
掲
出
の
和
訓
と
よ
く
l

致
す
る
傾
向
が
あ
る
と
注
意
さ
れ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
、
①
～
⑳
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
二
巻
本
世
俗
芋
類

抄
の
b
タ
イ
プ
第
二
百
節
2
の
訓
と
β
タ
イ
プ
罪
〓
草
野
1
の
訓
は
、
①
～
㊤

の
例
の
よ
う
に
、
当
時
、
よ
り
日
常
的
で
あ
る
和
訓
を
示
す
と
い
う
種
類
と
、

㊦
の
よ
う
に
伝
統
的
な
和
訓
を
示
す
と
い
う
種
類
の
少
な
く
と
も
二
つ
に
分
類

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
色
葉
字
類
抄
の
編
者
に
と
っ
て
、
前
者
が
身
近

な
語
彙
で
あ
っ
た
が
為
に
そ
の
日
常
性
に
鑑
み
て
和
訓
を
探
っ
た
も
の
で
あ
り
、

後
者
が
身
近
な
語
彙
で
な
か
っ
た
が
為
に
、
機
械
的
に
出
典
資
料
に
依
拠
し
て

和
訓
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
　
お
わ
り
に

本
稿
で
は
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
和
訓
の
表
記
形
態
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例

数
、
個
々
の
和
訓
の
性
格
と
い
う
二
方
面
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

①
二
巻
本
世
俗
類
抄
か
ら
三
巻
本
色
薬
字
類
抄
へ
の
和
訓
の
増
補
は
、
そ
の

表
記
形
態
か
ら
見
る
と
、
単
純
な
形
態
か
ら
複
雑
な
形
態
へ
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
村
田
氏
の
述
べ
ら
れ
た
、
「
単
に
訓
に
基
づ
い

て
漢
字
を
引
き
出
す
と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
漢
字
に
対

し
て
他
に
ど
の
よ
う
な
訓
が
あ
る
の
か
を
知
識
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
し
た
」

結
果
で
あ
り
、
訓
に
基
づ
い
て
漢
字
を
引
き
だ
す
た
め
の
字
書
で
あ
っ
た
初

期
の
色
葉
字
類
抄
か
ら
、
そ
の
編
芸
意
図
が
拡
大
し
て
い
っ
た
も
の
と
解
釈

さ
れ
る
。
し
か
し
、
用
例
数
か
ら
見
る
と
、
そ
れ
は
完
成
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
三
巻
本
色
葉
字
頬
抄
を
も
っ
て
し
て
も
増
補
過
程
の
一
段
階
の
姿
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
表
記
形
態
花
、
基
本
的
に
は
一
見
出
漢
字

に
一
訓
を
附
す
単
純
な
形
態
で
は
あ
る
が
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
で
は
増
補

に
お
け
る
過
渡
的
な
表
記
形
態
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
B
タ
イ
プ
に
相
当
す
る

b
タ
イ
プ
は
、
β
タ
イ
プ
の
和
訓
と
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
に
お
い
て
増
補
さ

れ
た
和
訓
と
の
関
係
か
ら
、
和
訓
を
何
ら
か
の
基
準
に
よ
っ
て
区
別
し
よ
う

と
す
る
意
識
と
結
び
つ
い
た
表
記
形
態
苛
あ
る
と
考
冬
ら
れ
、
b
タ
イ
プ
第

三
日
節
2
の
訓
が
主
た
る
訓
と
し
て
、
第
一
音
節
1
の
訓
と
は
区
別
さ
れ
て

掲
げ
ら
れ
た
和
訓
で
あ
る
と
言
え
る
。

㊥
こ
の
和
訓
の
区
別
の
基
準
は
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
古
い
和
訓

を
捨
て
て
、
新
興
の
、
当
時
一
般
的
な
和
訓
を
採
っ
た
り
、
特
殊
な
場
で
用

い
る
よ
う
な
和
訓
を
捨
て
て
、
日
常
的
な
和
訓
を
採
る
と
い
う
も
の
で
あ
玖

二
つ
は
、
伝
統
的
な
和
訓
を
出
典
資
料
に
依
拠
し
て
採
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
区
別
の
基
準
は
色
英
字
類
抄
の
編
者
自
身
の
語
彙
と
深

い
か
か
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
こ
の
よ
う
な
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
お
け
る
、
和
訓
の
区
別
を
そ
の
表
記

形
態
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
原
理
は
、
福
基
意
図
の
拡
大
に
と
も
な
う
、
和

訓
を
総
て
示
そ
う
と
す
る
原
理
に
押
さ
れ
て
、
三
巻
本
色
薫
字
類
抄
で
は
不

鮮
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。

色
莫
字
類
抄
編
幕
の
過
程
を
今
後
考
え
て
い
く
上
で
、
こ
の
こ
と
は
注
意
す

べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

注

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

（
l
）
　
「
イ
ナ
ヒ
カ
リ
」
訓
は
「
イ
ナ
ツ
マ
」
訓
の
左
隣
に
あ
る
が
、
印
刷
　
1
2

の
都
合
上
、
こ
の
位
置
に
お
く
。
以
下
、
印
刷
の
都
合
に
よ
っ
て
諭
旨
－

に
支
障
な
き
場
合
私
に
位
置
を
改
め
、
誤
写
を
改
め
る
こ
と
が
あ
る
鵜

一
々
に
つ
い
て
の
注
記
は
し
な
い
。

（
2
）
　
主
訓
、
副
訓
と
い
う
術
語
は
村
田
正
英
氏
「
前
田
家
本
色
葉
字
類
抄

に
お
け
る
訓
の
並
記
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
二
相
、
昭
和

五
十
四
年
三
月
）
に
依
る
。

（
3
）
　
「
前
田
家
本
色
英
字
類
抄
掲
出
漢
字
に
並
記
さ
れ
た
別
訓
の
機
能
」

鎌
倉
時
代
語
研
究
第
三
棺
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
。

（
4
）
　
石
野
つ
る
子
氏
「
節
用
文
字
の
位
置
－
色
薬
字
類
抄
及
び
世
俗
字
類

抄
と
の
比
較
よ
り
見
た
る
ー
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
二
十
四
年
七
月

号
。
川
瀬
一
馬
氏
『
古
辞
書
の
研
究
』
昭
和
三
十
年
十
一
月
、
講
談
社
。

等
の
研
究
に
依
る
。



（
5
）
　
こ
こ
で
言
う
純
粋
な
和
訓
と
は
、
先
に
字
音
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
も
そ
の
罪
〓
臼
節
の
当
該
部
に
分
類
配
列
さ
れ
た
も
の
を
和
訓
に
準

ず
る
も
の
と
し
て
、
あ
わ
せ
て
和
訓
と
し
て
取
り
扱
っ
た
の
で
、
特
に

区
別
し
て
こ
の
よ
う
に
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
　
比
較
に
用
い
た
の
は
、
元
和
版
本
和
名
類
詑
抄
で
あ
る
。

（
7
）
　
国
史
大
系
本
に
よ
れ
ば
、
北
野
本
に
も
同
箇
所
に
「
ナ
カ
ツ
カ
・
、
、
ノ

ヲ
」
と
仮
名
が
存
す
る
。

（
8
）
　
「
言
語
地
理
学
か
ら
国
語
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
踵
の
呼
び
方
を

め
ぐ
っ
て
－
」
国
語
学
1
1
9
輯
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
。

（
9
）
　
『
舶
矩
糎
拍
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
六
二
二
且
。

（
1
0
）
　
松
本
光
隆
氏
が
御
貸
与
下
さ
っ
た
写
真
を
も
と
に
一
度
だ
け
の
調
査

に
よ
る
用
例
数
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
「
書
陵
部
蔵
医
心
方
・
成
賃
堂
文
庫
蔵
医
心
方
に
お
け
る
付
訓
の
基

盤
－
和
名
粕
詑
抄
・
本
草
和
名
と
の
比
較
を
通
し
て
－
」
鎌
倉
時

代
語
研
究
第
三
相
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
。－
広
島
大
学
文
学
部
助
手
－

〔
付
記
〕本
稿
は
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
十
二
日
、
国
語
学
会
中
国
四
国
支
部
第
二

十
八
回
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
加
筆
補
訂
し
て
成
稿
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
佐
藤
茂
、
大
友
信
一
の
各
氏
よ
り
あ
り
が
た
い

御
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
小
林
芳
規
、
室
山
敏
昭
両
先
生
に
は
終
始
御
指

導
賜
り
、
松
本
光
隆
氏
に
は
資
料
を
お
貸
し
戴
く
等
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
。
こ
こ
に
並
び
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

瓜
会
見
近
著
紹
介
　
Ⅴ

『
方
言
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

藤
原
与
一
監
修

神
部
宏
泰
　
　
編

第
1
章
「
方
言
と
は
」
、
第
2
葦
「
何
の
た
め
に
方
言
を
研
究
す
る
か
」
、

第
3
葦
「
方
言
調
査
法
」
（
藤
原
与
こ
に
対
応
し
て
〔
体
験
記
〕
「
要
地
調

査
」
（
上
野
智
子
）
、
「
北
海
道
を
歩
く
－
私
の
方
言
調
査
」
（
小
野
米
一
）
、

「
方
言
地
理
学
調
査
の
体
験
」
（
町
博
光
）
、
「
集
団
調
査
の
指
導
」
（
神
部

宏
泰
）
を
配
す
る
。
第
4
章
、
第
5
葦
、
第
6
葦
は
、
各
々
「
一
つ
の
方
言
へ
方

言
生
活
）
を
対
象
に
し
た
研
究
」
で
「
た
て
に
掘
り
さ
け
て
い
く
研
究
」
を
、

ま
た
「
二
つ
以
上
の
方
言
（
方
言
生
活
）
を
対
象
に
し
た
研
究
」
で
「
よ
こ
に

そ
れ
ら
を
見
く
ら
べ
て
い
く
研
究
」
を
、
そ
し
て
、
「
た
て
の
見
か
た
と
よ
こ

の
見
か
た
と
を
か
ね
あ
わ
せ
た
総
合
的
研
究
」
で
は
「
前
二
章
の
い
き
か
た
を

統
合
し
た
い
き
か
た
」
を
示
す
と
い
う
体
系
に
な
っ
て
い
る
。
第
4
章
「
方
言

の
共
時
論
的
研
究
」
（
瀬
戸
口
俊
治
・
室
山
敏
昭
）
の
柱
に
は
〔
研
究
実
例
〕

と
し
て
「
高
知
県
高
岡
都
路
原
町
四
才
川
方
言
の
音
声
」
（
富
田
則
夫
）
、
「
呼

び
か
け
表
現
法
」
（
岡
野
信
子
）
の
二
品
が
記
し
て
あ
る
。
第
5
葦
「
方
言
の

通
時
論
的
研
究
」
（
大
橋
勝
男
）
、
「
方
言
事
象
地
理
学
的
考
察
の
展
望
」
圧

端
義
夫
）
の
柱
に
は
〔
研
究
実
例
〕
と
し
て
「
岡
山
県
地
域
の
方
言
分
派
の
研

究
」
（
今
石
元
久
）
が
、
第
6
童
「
方
言
の
高
次
共
時
論
的
研
究
」
（
佐
藤
虎

雄
）
の
柱
に
は
、
同
じ
く
〔
研
究
実
例
〕
　
「
表
日
本
方
言
の
断
定
表
現
法
－
断

定
助
動
詞
の
存
立
と
生
成
」
（
愛
宕
八
郎
康
隆
・
神
戸
泰
宏
）
が
記
し
て
あ
る
。

「
生
活
語
」
の
前
と
し
て
の
方
言
学
の
研
究
法
の
諸
相
を
巧
み
に
体
系
化
し
、

二
八
百
の
下
段
に
続
く
）
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